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(57)【要約】
【課題】バリアユニットをレンズ基盤ユニットに取り付
ける際に、ネジによって発生する歪を防止するレンズ鏡
胴ユニットを提供する。
【解決手段】カバーに弾性部を設けることにより、ネジ
を使用せずにバリアユニットをレンズ基盤ユニットに適
切な加重で取り付け、羽根の動作不良を防止し、レンズ
の取り付け精度を向上し、光学性能のよいレンズ鏡胴ユ
ニットを実現する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
基盤と、開口部を持ち前記基盤に対向して基盤に設けられるカバーと、前記開口部に対し
て開閉自在に設けられた羽根と、を備えるバリアユニットと、
前記バリアユニットが取り付けられるレンズ基盤ユニットと、
前記バリアユニットの一部またはその全体を覆うように、前記レンズ基盤ユニットに設け
られる外装部材と、を有し、
前記バリアユニットと前記外装部材の間に弾性体を設けることを特徴とするレンズ鏡胴ユ
ニット。
【請求項２】
前記バリアユニットと前記レンズ基盤ユニットとの間には、レンズ鏡筒ユニット内に取り
付けられたレンズの光軸に対して垂直方向の位置決め部を有し、
前記弾性体は、前記バリアユニットを前記レンズ基盤ユニットに対して光軸方向に付勢す
ることを特徴とする請求項１記載のレンズ鏡胴ユニット。
【請求項３】
前記弾性体は、前記カバーに一体に設けられることを特徴とする請求項１または請求項２
に記載のレンズ鏡胴ユニット。
【請求項４】
前記バリアユニットにフック部を有し、前記レンズ基盤ユニットに凸部を有し、前記フッ
ク部は前記凸部に係合し、
前記フック部と前記凸部との係合は、前記第一の外装部材が取り付けられるまでの前記レ
ンズ基盤ユニットに対する前記バリアユニットの位置の仮決めに用いられ、
前記外装部材が取り付けられた時には、前記バリアユニットは、前記弾性体の付勢力によ
って、前記レンズ基盤ユニットに対して位置決めされる、
請求項１～３のいずれかに記載のレンズ鏡胴ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スティルカメラやビデオムービーカメラに使用されるレンズ鏡胴ユニットに
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、スティルカメラやビデオムービーカメラは、小型、薄型化が進んでおり、それら
に使用されるレンズ鏡胴ユニットも小型、薄型化が進んでいる。
【０００３】
　従来のレンズ鏡胴ユニットの一例について、図４，５，６を用いて以下に説明する。図
４は従来のレンズ鏡胴ユニットの部品構成を表す上面斜視図であり、図５は従来のレンズ
鏡胴ユニットの部品構成を表す下面斜視図である。図６は従来のレンズ鏡胴ユニットの断
面図である。図４、５，６において、１～２８はバリアユニット２９の構成部品である。
１はカバーで、２は第１の羽根で、３は第２の羽根で、４は基盤で、５は第１のリングで
、６は第２のリングで、７は第１のバネで、８は第２のバネである。第１及び第２の羽根
２，３は、回転穴１５，１６によって基盤４上の軸９，１０に回転自在に取り付けられて
いる。カバー１は、カバーに一体に弾性的に設けられたフック１１が基盤４に設けられた
フックストッパー１２に係合することよって、第１、第２の羽根２，３を回動自在に所定
の間隙をもってその間に挟み込んで基盤４と一体に取り付けられる。１３はカバー１に設
けられた開口部である。第１及び第２のリング５，６は、基盤４の円筒部１４に回転自在
に取り付けられる。第１のリング５に設けられたカムピン１９，２０は、第１及び第２の
羽根に設けられた長穴１７，１８に係合し、羽根を回転駆動する。第１のバネ７は、第１
のリング５のバネかけ部２１と第２のリング６のバネかけ部２２に張架される。第２のバ
ネ８は、第２のリング６のバネかけ部２３と基盤４のバネかけ部２４に張架される。２５
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は第２のリング６に設けられたリング凸部であり、第１のリング５の切欠き部２６に挿入
されて、組み立てられる。２７は基盤４に設けられた開口部である。２８は第２のリング
に設けられたカム部であり、図示されない駆動手段によって、カム部２８が付勢されるこ
とによって、第１、第２の羽根２，３が閉方向に、第２のリング６が駆動される。第１の
バネ７によって第１、第２のリング５，６は一体となっており、第２のリング６が閉方向
にカム部２８によって駆動され、第１、第２の羽根２，３が閉じた後、さらに余裕をもっ
て第２のリング６が閉方向に回転駆動させられた時、第１のバネ７は伸びて、第２のリン
グ６の第１のリング５に対する行き過ぎ量を回避する。４ａは基盤４に設けられたストッ
パー部で、第１及び第２の羽根２，３の開状態での停止位置を規定する。３０は化粧リン
グで、３１はレンズ３１ｃが設けられたレンズ基盤ユニットである。レンズ基盤ユニット
３１は、図４，５，６ではその一部のみ図示されている。３２はネジで、基盤４に設けら
れた貫通穴４ｂを介して、レンズ基盤ユニット３１のメネジ部３１ａにネジ止めされるこ
とにより、バリアユニット２９をレンズ基盤ユニット３１に固定する。３１ｂはレンズ基
盤ユニット３１に設けられた位置決めピンで、基盤４に設けられた位置決め穴４ｃに係合
して、レンズ基盤ユニット３１に対するバリアユニット２９の位置を規定する。３０はバ
リアユニット２９を覆ってレンズ基盤ユニット３１に取り付けられる。（化粧リング３０
のレンズ基盤ユニット３１への取り付け手段は、図示せず。）
　なお、従来のレンズ鏡胴ユニットは、他にも、例えば、特許文献１等に開示されている
。
【特許文献１】特開２００１－２１５５５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のレンズ鏡胴ユニットにおいては、バリアユニット２９をレンズ基
盤ユニット３１に固定するためにネジ止めされているため、このネジ止めによって発生す
るネジの推力によってバリアユニット２９に歪が発生し、羽根の動作不良を発生させると
いう課題を有していた。また、レンズ基盤ユニットに付加されるネジの推力やネジのセル
フタッピングによって、レンズ基盤ユニットに歪が発生し、レンズの取り付け精度を阻害
するという課題を有していた。また、バリアユニット２９をレンズ基盤ユニット３１に固
定するためにネジ３２が必要であるという課題も有していた。
【０００５】
　本発明は上記従来の問題点を解決するもので、バリアユニットのカバーに弾性体を設け
、化粧リングで、その弾性体を弾性変形させ、バリアユニットをレンズ基盤ユニットに適
切な加重で取り付けることにより、バリアユニットやレンズ基盤ユニットに歪を発生させ
ることをなくし、羽根の動作不良を防止し、レンズの取り付け精度を向上し、かつ、バリ
アユニットをレンズ基盤ユニットに固定するためのネジを必要としない部品点数の少なく
、また、バリアユニット、レンズ鏡胴ユニット、化粧リングの組み立ての容易なレンズ鏡
胴ユニットを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的を達成するために本発明のレンズ鏡胴ユニットは、バリアユニットと第１の外
装部材である化粧リングの間に、バリアユニットをレンズ基盤ユニットに対して光軸方向
に付勢する弾性体を設け、バリアユニットとレンズ基盤ユニットとの間に、光軸垂直方向
の位置決め部を設け、バリアユニットにフック部を設け、レンズ基盤ユニットに凸部を設
け、フック部は前記凸部に係合し、第一の外装部材である化粧リングが取り付けられた時
には、フック部と凸部は当接しない構成になっている。
【０００７】
　この構成によって、化粧リングで、その弾性体を弾性変形させ、バリアユニットをレン
ズ基盤ユニットに適切な加重で取り付けることにより、バリアユニットやレンズ基盤ユニ
ットに歪を発生させることをなくし、羽根の動作不良を防止し、レンズの取り付け精度を
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向上し、かつ、バリアユニットをレンズ基盤ユニットに固定するためのネジを必要としな
い部品点数の少なく、また、バリアユニット、レンズ基盤ユニット、化粧リングの組み立
ての容易なレンズ鏡胴ユニットを実現する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のレンズ鏡胴ユニットは、バリアユニットと第１の外装部材である化粧リングの
間に、バリアユニットをレンズ基盤ユニットに対して光軸方向に付勢する弾性体を設け、
バリアユニットとレンズ基盤ユニットとの間に、光軸垂直方向の位置決め部を設け、バリ
アユニットにフック部を設け、レンズ基盤ユニットに凸部を設け、フック部は前記凸部に
係合し、第一の外装部材である化粧リングが取り付けられた時には、フック部と凸部は当
接しない構成によって、化粧リングで、その弾性体を弾性変形させ、ネジを使用せずにバ
リアユニットをレンズ基盤ユニットに適切な加重で取り付けることにより、バリアユニッ
トにネジの推力による歪を発生させることをなくし、羽根の動作不良を防止したレンズ鏡
胴ユニットを実現する。
また、ネジを使用せずにバリアユニットをレンズ基盤ユニットに適切な加重で取り付ける
ことにより、レンズ基盤ユニットにネジの推力やネジのセルフタッピングによる歪を発生
させることをなくし、レンズの取り付け精度を向上し、光学性能のよいレンズ鏡胴ユニッ
トを実現する。
【０００９】
　また、バリアユニットをレンズ基盤ユニットに固定するためのネジを必要としない部品
点数の少ないレンズ鏡胴ユニットを実現する。
【００１０】
　また、バリアユニットに設けられたフック部をレンズ基盤ユニットの凸部に係合させる
ことによって、レンズ基盤ユニットにバリアユニットを仮止めし、その後、化粧リングを
レンズ基盤ユニットに対して取り付けることによって、組み立ての容易なレンズ鏡胴ユニ
ットを実現する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
（実施の形態１）
　本発明のレンズ鏡胴ユニットの一例について、図１，２，３を用いて以下に説明する。
図１は本発明のバリアユニットの部品構成を表す上面斜視図であり、図２は本発明のバリ
アユニットの部品構成を表す下面斜視図である。図３は本発明のレンズ鏡胴ユニットの断
面図である。
【００１２】
　図１，２，３において、１～２８はバリアユニット２９の構成部品である。
【００１３】
　１はカバーで、２は第１の羽根で、３は第２の羽根で、４は基盤で、５は第１のリング
で、６は第２のリングで、７は第１のバネで、８は第２のバネである。第１及び第２の羽
根２，３は、回転穴１５，１６によって基盤４上の軸９，１０に回転自在に取り付けられ
ている。カバー１は、カバーに一体に弾性的に設けられたフック１１が基盤４に設けられ
たフックストッパー１２に係合することよって、第１、第２の羽根２，３を回動自在に所
定の間隙をもってその間に挟み込んで基盤４と一体に取り付けられる。
【００１４】
　１３はカバー１に設けられた開口部である。第１及び第２のリング５，６は、基盤４の
円筒部１４に回転自在に取り付けられる。第１のリング５に設けられたカムピン１９，２
０は、第１及び第２の羽根に設けられた長穴１７，１８に係合し、羽根を回転駆動する。
【００１５】
　第１のバネ７は、第１のリング５のバネかけ部２１と第２のリング６のバネかけ部２２
に張架される。第２のバネ８は、第２のリング６のバネかけ部２３と基盤４のバネかけ部
２４に張架される。２５は第２のリング６に設けられたリング凸部であり、第１のリング
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５の切欠き部２６に挿入されて、組み立てられる。
【００１６】
　２７は基盤４に設けられた開口部である。２８は、第２のリングに設けられたカム部で
ある。図示されない駆動手段によってカム部２８が付勢されることによって、第１、第２
の羽根２，３が閉方向に、第２のリング６が駆動される。第１のバネ７によって第１、第
２のリング５，６は一体となっており、第２のリング６が閉方向にカム部２８によって駆
動される。第１、第２の羽根２，３が閉じた後、さらに余裕をもって第２のリング６が閉
方向に回転駆動させられた時、第１のバネ７は伸びる。これにより、第２のリング６の第
１のリング５に対する行き過ぎ量を回避する。４ａは、基盤４に設けられたストッパー部
で、第１及び第２の羽根２，３の開状態での停止位置を規定する。
【００１７】
　３０は化粧リングで、３１はレンズ３１ｃが設けられたレンズ基盤ユニットである。レ
ンズ基盤ユニット３１は、図４，５，６ではその一部のみ図示されている。化粧リング３
０はバリアユニット２９を覆ってレンズ基盤ユニット３１に取り付けられる（化粧リング
３０のレンズ基盤ユニット３１への取り付け手段は、図示せず）。１ａはカバー１に設け
られた弾性部である。弾性部１ａは、レンズ鏡胴ユニットの組み立て完成状態では化粧リ
ング３０によって変形させられる。具体的には、弾性部１ａは、バリアユニット２９がレ
ンズ基盤ユニット３１方向に光軸に沿って押圧されることにより、押し縮められる。これ
により、弾性部１ａは、付勢力によって、バリアユニット２９をレンズ基盤ユニット３１
に固定する。
【００１８】
　３１ｂは、レンズ基盤ユニット３１に設けられた位置決めピンであり、基盤４に設けら
れた位置決め穴４ｃに係合することにより、バリアユニット２９のレンズ基盤ユニット３
１に対する位置を規定する。４ｄは基盤４に設けられたフック部である。３１ｄは、レン
ズ基盤ユニット３１に設けられた凸部である。レンズ鏡胴ユニットの組み立て時において
、バリアユニット２９は、レンズ基盤ユニット３１にフック部４ｄが凸部３１ｄに係合す
ることによって仮止めされる。その後、化粧リング３０がレンズ基盤ユニット３１に取り
付けされる。化粧リング３０が取り付けられた時には、フック部４ｄと凸部３１ｄは当接
しない。この構成によって化粧リング３０で、弾性部１ａを弾性変形させ、ネジを使用せ
ずにバリアユニット２９をレンズ基盤ユニット３１に適切な加重で取り付けることにより
、バリアユニットにネジの推力による歪を軽減し、羽根の動作不良を軽減したレンズ鏡胴
ユニットを実現できる。
【００１９】
　また、ネジを使用せずにバリアユニット２９をレンズ基盤ユニット３１に適切な加重で
取り付けることにより、レンズ基盤ユニット３１にネジの推力やネジのセルフタッピング
による歪が発生することをなくし、レンズの取り付け精度を向上し、光学性能のよいレン
ズ鏡胴ユニットを実現する。
【００２０】
　また、バリアユニット２９をレンズ基盤ユニット３１に固定するためのネジを必要とし
ない部品点数の少ないレンズ鏡胴ユニットを実現する。
【００２１】
　また、バリアユニット２９の基盤４に設けられたフック部４ｃをレンズ基盤ユニット３
１の凸部３１ｂに係合させることによって、レンズ基盤ユニット３１にバリアユニットｂ
を仮止めし、その後、化粧リング３０をレンズ基盤ユニット３１に対して取り付けること
によって、組み立ての容易なレンズ鏡胴ユニットを実現する。
【００２２】
　また、バリアユニット２９は、レンズ基盤ユニット３１に設けられた突起部３１ｂと基
盤４に設けられた位置決め穴４ｃが係合し、かつ、その状態では、基盤４に設けられたフ
ック部４ｄとレンズ基盤ユニット３１の凸部３１ｄは当接しないので、バリアユニット２
９はレンズ基盤ユニット３１に対して精度よく位置が規定されるレンズ鏡胴ユニットを実
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現する。
【００２３】
　なお、本発明の実施例では、弾性部１ａはカバー１に一体に設けられるとしたが、別部
品でネジなどでカバーに取り付けられていてもあってもよい。
【００２４】
　また、弾性部１ａはカバー１に設けられるとしたが、化粧リング３０に設けられてもよ
く、あるいは、カバー１、化粧リング３０とは別部品構成されてカバー１と化粧リング３
０の間に設けられてもよい。
【００２５】
　また、羽根は、羽根に設けられた長穴と、その長穴に係合する第１のリングに設けられ
たカムピンによって駆動されるとしたが、ギア等の駆動手段によって駆動されてもよい。
また、羽根は基盤に対して回動自在に設けられるとしたが、基盤に対してスライドして動
くように設けられていてもよい。
【００２６】
　また、第１の羽根と第２の羽根の２枚の羽根があるとしたが、２枚より多くの羽根があ
ってもよい。
【００２７】
　また、第１の羽根と第２の羽根の２枚の羽根があるとしたが、１枚の羽根のみであって
もよい。
【００２８】
　以上のように、本発明のレンズ鏡筒ユニットは、バリアユニットとレンズ基盤ユニット
と外装部材とを備える。バリアユニットは、基盤と、開口部を持ち基盤に対向して基盤に
設けられるカバーと、開口部に対して開閉自在に設けられた羽根と、を備える。レンズ基
盤ユニットは、バリアユニットが取り付けられる。外装部材は、バリアユニットの一部ま
たはその全体を覆うように、レンズ基盤ユニットに設けられる。そして、バリアユニット
と第１の外装部材の間に弾性体を設ける。
【００２９】
　また、本発明は、本発明の実施の形態に示すように、バリアユニットとレンズ基盤ユニ
ットとの間には、レンズ鏡筒ユニット内に取り付けられたレンズの光軸に対して垂直方向
の位置決め部を有するようにしてもよい。この場合、弾性体は、バリアユニットをレンズ
基盤ユニットに対して光軸方向に付勢するようにしてもよい。
【００３０】
　また、弾性体は、カバーに一体に設けられるようにしてもよい。
【００３１】
　また、バリアユニットにフック部を有し、レンズ基盤ユニットに凸部を有し、フック部
は凸部に係合するようにしてもよい。この場合、フック部と凸部との係合は、第一の外装
部材が取り付けられるまでのレンズ基盤ユニットに対するバリアユニットの位置の仮決め
に用いられる。そして、外装部材が取り付けられた時には、バリアユニットは、弾性体の
付勢力によって、レンズ基盤ユニットに対して位置決めされる。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
　本発明は、スティルカメラやビデオムービーカメラに使用されるレンズ鏡胴ユニットに
関するもので、カバーに弾性体を設けることによりネジを使用せずにバリアユニットをレ
ンズ基盤ユニットに適切な加重で取り付けることによって、羽根の動作不良を防止し、レ
ンズの取り付け精度を向上し、光学性能のよいレンズ鏡胴ユニットを実現する。これによ
り、本発明のレンズ鏡筒ユニットは、スティルカメラやビデオムービーカメラ等の撮像装
置に搭載可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の実施の形態１のレンズ鏡胴ユニットの部品構成を表す上面斜視図
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【図２】本発明の実施の形態１のレンズ鏡胴ユニットの部品構成を表す下面斜視図
【図３】本発明の実施の形態１のレンズ鏡胴ユニットの断面図
【図４】従来のレンズ鏡胴ユニットの部品構成を表す上面斜視図
【図５】従来のレンズ鏡胴ユニットの部品構成を表す下面斜視図
【図６】従来のレンズ鏡胴ユニットの断面図
【符号の説明】
【００３４】
　１　　カバー
　２　　第１の羽根
　３　　第２の羽根
　４　　基盤
　２９　　バリアユニット
　３０　　化粧リング
　３１　　レンズ基盤ユニット
　１ａ　　弾性部
　４ｂ　　位置決め穴
　３１ａ　　突起部
　４ｃ　　フック部
　３１ｂ　　突起部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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